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1 自身も東京で「生活を綴る会」を発足させた社会学者の鶴見和子は、生活記録を「大人
の生活綴方」だと表現している（鶴見 1998[1955]：403）。 





























































































































                                                   
3 経費と労力の節約のため、会員は電子メールアドレスを村に届けることが推奨されてい
る。 




























































































































































































                                                   
5 ノンフィクション作家。故郷である秋田県の農山村の暮らしを聞き書きで描いた作品を
多数発表している。 


















































































































































質問の時間も含めて 2 時間の語りの予定だったが、質問が尽きず、結局 2 時間 30
分くらい語りが続いた。 
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